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研究成果の概要（和文）：本研究では小学生の英単語の読み習得に焦点を当て，英単語読み習得困難の認知的な
背景要因を認知心理学的手法により明らかにした上で，効果的な読み支援プログラムについて検討することを目
的とした。その結果，小学生における英単語の読みを習得できるようになるための認知的要因としては，音韻処
理などの認知処理における直接的な影響に加え，ローマ字読みなどの日本語の読み習得も影響をおよぼすことが
示唆された。そのため，支援の際にはゲームや視聴覚教材を取り入れながら楽しく学習することができるような
活動に加え，その認知的基盤やローマ字などの既有知識も利用する必要があることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the support program based on cognitive processes 
for the acquisition of reading English words in elementary school children. As a result, reading 
English words is affected by not only the ability of phonological processing, but also knowledge of 
the Roman alphabet. Therefore, support for reading English words is required for cognitive processes
 and knowledge of the Roman alphabet, in addition to activities that allow children to enjoy 
learning by using games and audiovisual materials.

研究分野： 特別支援教育

キーワード： 小学生　英単語　読み　認知処理　ローマ字
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の研究成果における学術的意義は，第二言語である英語の読み習得に音韻処理のような基盤となる認知能
力や母国語の知識が影響をおよぼすという知見を示した点にある。一方社会的意義については，小学生の段階に
おける英語学習において，中学校における英語の読み書き学習につながる土台として，その基礎となる力（認知
能力やローマ字知識など）を踏まえた指導を行うことの必要性を示した点にある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年，本邦においては国際化・グローバル化の推進に伴い，英語教育に対する認識が高まって

きている。とりわけ小学校では，平成 29年 3月に公示された新学習指導要領において，小学校
5・6 年生を対象として英語の教科化が導入され，アルファベットの読み書きが指導内容に含ま
れることになっている。しかし，現在小学校で行われている外国語活動の中心である「聞く・話
す」活動から教科化で求められる「読む・書く」と言った学習に移行するための，体系化された
指導プログラムは存在しない。それゆえに，小学校での外国語の導入に伴い、これまでは中学校
入学以降において顕在化していた「英語嫌い」の生徒が小学校段階で生じることが危惧される。 
このような英語の読み書きの困難にはどのような原因があるのかについて，英語圏では音韻

処理能力との関連性を中心に研究がなされてきた。英語圏における読み障害児は，健常児に比べ
てこれらの音韻処理能力が弱いという知見が数多く報告されている(e.g., Badian, 1996)。一
方日本においても，母語である平仮名の読み習得と音韻処理の関係性については，主に音韻意識
の観点から報告されており(e.g., 細川・勝二, 2015)，ひらがなの読みつまずきを示す子どもの
多くが，音韻意識が弱いことが明らかとなっている(細川ら, 2004)。 
 以上を踏まえ，日本語と英語の読み習得には共通して，音韻処理能力が影響を及ぼしているこ
とが推測される。ただし，英語における文字の基本単位は音素（例：/dog/の/d/）となるのに対
し，日本語（ひらがな）における文字の基本単位はモーラ（例：/neko/の/ne/）であり，操作す
べき音韻の単位は英語の方が日本語より細かいといった特徴がある。そのため，それぞれの読み
に必要な音韻処理の難易度は異なることが予想される。また，これまでの日本人における英語の
読みと音韻処理を扱った研究では，幼児期から大学生までの幅広い年齢を対象に検討されてい
るものの，音韻的作動記憶のみ(e.g., 湯澤ら，2012)や，あるいは 音韻意識の課題のみ(e.g., 
津田・高橋，2014)を用いて検討しており，英語の読みの能力と音韻処理能力との関連について
包括的に検討した報告は少ない。そのため，本研究では英語の読み習得の背景にある，音韻処理
をはじめとした認知的要因について，より詳細に検討することとした。 
 一方，これまで小学校において実施されてきた外国語活動では，コミュニケーションの意味的
側面に主眼が置かれており，ことばの音韻情報などの認知的側面に注目した支援は行われてこ
なかった。しかし，「聞く・話す」活動が中心であった外国語活動から，「読む・書く」学習にス
ムーズに移行するには，「聞く・話す」活動の段階から読み習得の背景にある認知処理能力を考
慮した支援プログラムが必要になるのではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究では，英語学習の中でもその基礎的能力となる英単語の読み習得に焦点を当て，研究代

表者がこれまで明らかにしてきた日本語（ひらがな）の読み習得の認知的背景に関する知見も踏
まえながら，英単語読み習得困難の認知的な背景要因を明らかにする。そしてそれらの認知的背
景要因を考慮した上で，小学校段階における効果的な支援プログラムを検討することを目的と
した。 
 
３．研究の方法 
（１）英単語の読みとその背景要因に関する認知心理学的研究（研究 1） 
① 英語読み能力の背景にある認知機能とその他の背景要因に関する調査 
小学校 5・6年生の児童 68名を対象とし，英単語の音読課題，英単語を聞いてその意味を答え

る語彙課題，ならびに 2種類の音韻処理課題（音韻識別課題・音韻混成課題）を実施した。これ
らの課題に加えて学校外における英語学習の状況や英語学習に関する意欲関心についての質問
紙調査も併せて実施した。 
 

② ローマ字読みの習得状況とその背景要因に関する調査 
小学校 3年生 36名を対象とし，英単語読みの手がかりとなるローマ字音読の正確性，ならび

に小学校 2 年生時点において同一対象児に実施した音韻処理をはじめとする認知処理能力とひ
らがな読みとの関連性について調査を行った。なお，これらの対象者には小学校 4年生時点にお
いても同様の調査を実施し，ローマ字読みとその背景要因に関して縦断的検討を行った。 
 
（２）外国語活動における英単語の読み習得に関する支援プログラムの検討（研究 2） 
小学校における外国語活動の内容および実施上の課題点について授業観察や小学生を対象と

したアンケート調査を通じて明らかにした。これらで得られた結果と研究 1 で得られた知見も
踏まえ，英単語読み習得の基盤となるような外国語活動とはどのようなものかについて検討を
行った。 
 
４．研究成果 
（１）英単語の読みとその背景要因に関する認知心理学的研究（研究 1） 



① 英語読み能力の背景にある認知機能とその他の背
景要因に関する調査 
英単語読み課題における英単語属性ごとの正答数の

平均について 1要因の分散分析を実施した結果，主効果
が有意(F(2, 134)=132.79, p<.01)であった。そこで LSD
法による多重比較を実施したところ，ローマ字規則で音
読が不可能な英単語の正答数(1.76±1.12)に比べて，ロ
ーマ字の規則(3.21±1.15)，ならびにローマ字の子音規
則(3.43±0.98)で音読が可能な英単語の正答数が有意
に高かった(p<.01;図 1)。一方英語の学習やその動機付
けに関するアンケートにおいて，79.4％の児童がロー
マ字を思い浮かべて英語を読むことがあると回答し
た。以上の結果から，ローマ字の学習経験がある児童に
とって，ローマ字の知識は英単語を
読む際の重要な手掛かりとなること
が明らかとなった。 

さらに英単語読み課題における正
答数を従属変数，音韻処理課題の各得
点および英語学習に対する態度と動
機づけ得点を独立変数とする重回帰
分析を行った。その結果，英単語読み
課題における英単語の属性にかかわ
らず，英語学習に対する態度や動機づ
け得点は有意な予測変数として抽出
された。加えて，ローマ字規則で音読
が不可能な英単語における読み課題
の正答数に関しては，音韻混成課題の
得点も有意な予測変数として抽出さ
れた（表 1）。これらの結果から，英単
語読みの習得には英語学習に対する態度や動機づけに加え，音韻処理能力も影響を及ぼすこと
が示唆された。 
 
② ローマ字読みの習得状況とその背景要因に関する調査（図 2） 
 3年生時点におけるローマ字読み
課題成績を従属変数，2年生時点に
おける認知課題成績を独立変数と
した重回帰分析の結果，視空間処理
課題成績(β=.46, p<.01)が有意な
予測変数として抽出された。なお，
この回帰式の決定係数(R2)は.22で
あり，有意であった(F(1,33)=9.02, 
p<.01)。一方，4年生時点における
ローマ字読み課題成績を従属変数
とした結果，単語類推課題の成績
(β=.46, p<.01)が有意な予測変数
として抽出された。なお，この回帰
式の決定係数(R2)は.21 であり，有
意 で あ っ た (F(1,33)=8.75, 
p<.01)。 
 さらに 3年生時点におけるローマ字読み課題成績を従属変数，2年生時点における漢字および
ひらがな読み課題成績を独立変数とした結果，有意な予測変数として抽出されたのは漢字読み
速さ (β=.34, p<.05)ならびに漢字読み正確さ(β=.39, p<.05)の成績であった。なお，この回
帰式の決定係数(R2)は.36 であり，有意であった(F(2,32)=8.89, p<.01)。一方，4年生時点にお
けるローマ字読み課題成績を従属変数とした結果，かな単語速読課題の成績(β=.58, p<.01)が
有意な予測変数として抽出された。なお,この回帰式の決定係数(R2)は.34 であり，有意であっ
た(F(1,33)=16.94, p<.01)。 
 以上の結果より，各学年のローマ字読み習得には認知機能ならびに読み能力ともに異なる要
因が影響を及ぼすことが示唆された。まずローマ字読みに影響をおよぼす認知機能については，
従来報告されていた音韻処理能力よりも，視覚処理や形態素意識に関する能力が関与すること
が推測された。このことから，ローマ字を構成する音韻よりも，子音と母音の文字の組み合わせ
に注目して小学生がローマ字を習得していることが伺えた。一方，ひらがなや漢字の読み能力に
関しては，3年生では漢字の読みが，4年生ではひらがな単語読みの速さが有意な予測因子とな
ることが示唆された。このことから，ローマ字学習をはじめて間もない 3年生では漢字読みのよ

図 1 英単語読み課題正答数（単語の属

性別） 

英単語語彙 - - - 0.34 **

音韻識別 - - - -

音韻混成 - - 0.29 ** -

英語学習への
態度

0.33 :** - 0.49 ** 0.39 **

英語学習への
動機づけ

- 0.35 ** - -

R 2 0.09 ** 0.11 ** 0.32 ** 0.29 **

**p <.01, *p <.05

独立変数
標準偏回帰係数(β)

ローマ字規則
ローマ字子音規

則
ローマ字規則性

なし
全体

表 1 英単語音読課題成績を従属変数とした重回帰分析結果 

図 2 ローマ字読み課題成績を従属変数とした重回帰分析

結果 



うに，学習の習熟度に関与する要素がローマ字読みの習得に影響を及ぼすのに対し，4年生時点
でのローマ字読みの習得状況は 2 年生時点でのひらがな読みの速さに反映されるような，読み
の自動化が影響を及ぼすことが推察された。 
 
（２）外国語活動における英単語の読み習得に関する支援プログラムの検討（研究 2） 
 小学生を対象として，自身が受けている英語授業の好意度と，授業内における活動の好意度に
ついて 4 件法にて質問したところ，全体を通じて好意度の高い活動としては「ゲーム」が，一方
好意度の低い活動としては「文字を読む」活動が挙げられた。このことから，文字を読む活動を
ゲーム活動に結び付けるなどの工夫をして，好意度を上げることにより児童の文字に対する抵
抗感を下げる必要性が明らかとなった。 
 さらに，授業観察を行った 11 学級の授業のうち，児童の好意度が高かった授業（平均 3.55）
と好意度が低かった授業（平均 2.80）について授業内における動画教材視聴の状況について観
察を行った。その結果，児童の好意度が高かった授業における動画教材視聴はあくまで，当日の
授業のねらいを達成するための 1 手段として活用していたのに対し，好意度の低かった授業で
は，動画教材視聴自体が目的となっていた。このことから動画教材の扱い方は，動画教材視聴や
その理解自体が目的とならないようにし，授業のねらいにどのように動画教材を結びつけるか
が重要であることが示唆された。 
 
（３）研究全体のまとめ 
 以上の結果と研究 1における知見を踏まえ，英単語の読み習得には，ローマ字の音韻規則と比
較しながら，英単語読みに必要な音韻規則について，ゲーム等の楽しめる活動を工夫しながら支
援を行うことが重要となることが明らかとなった。今後はローマ字読みと英単語読みの習得状
況がどのような形で関与しているのについて明らかにするとともに，具体的な支援プログラム
に関して実践的な研究を進めていきたい。 
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